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図 書 館 だ よ り

奎章閣と 『朝鮮王朝実録』 （李朝実録）
西　村　圭　子　

　朝鮮王朝22代正祖は，即位の歳（1776），中国清朝に追賀使を派遣して王位継承を述べるととも

に，中国本 ｢古今図書集成｣ ５千冊を購入させた｡ さらに，宮廷内に奎章閣を設置し，歴朝の遺書

や遺墨を収め，内外の図書を収集した｡ 正祖は文芸の気運を高揚させ，王朝の党派抗争の弊害，王

室外戚の専横を打破するため，広く人材を登用し奎章閣を革新政権の中核としたのである｡ 奎章閣

で自ら 『内閣日暦』 を作成し，国王文書の記録機関である承政院に対抗したが，没後その意図は挫

折し，歴代の国王遺文・図書の史庫として継承される｡

　他方，『朝鮮王朝実録』 の編纂は，すでに高麗朝に始まり，李朝に受け継いでいる｡ 実録の管理は

行政府の春秋館で行い，同館の史官は他庁からの兼官であって，各庁で文書を選び春秋館に送って

公的記録 （時政記） と私記録 （家史） を作成した｡ これを基本に特設機関の実録庁において前王

朝の実録を編集した｡ 李朝初代太祖は，元年（1392）に国王の政務裁決，臣下の接見の際に，史官

は国王に侍して記録することを規定したが，歴代の国王はこれを忌避し，陪席の機会は制限されて

いた｡ 王朝実録の作成過程で，官僚は王権の統制機能を果たしたともいえる｡ 世宗は1445年王朝実

録複本３部を作成し４か所の史庫に分置した｡ しかし豊臣秀吉の朝鮮侵攻（1592～98）によって焼

失し，全州史庫本のみ残った｡ 行政府は，この事態を重視し宣祖33年（1605）に再び全州本を基に

複本３部を作成することとし，原本・複本を春秋館史庫のほか４か所の山城の史庫に格納している｡

　大韓帝国は，1905年宮内府官制を改正して，承政院日記や各官庁記録を奎章閣に移管し，地方史

庫の 『朝鮮王朝実録』 等重要蔵書もその管轄の下に置く｡ 1910年韓国の併合により，奎章閣は廃止

されて図書は朝鮮総督府に集められ，王朝実録については，翌年太白山城と江華島史庫本を同府に，

五台山城本は東京帝国大学に寄贈された｡ 1915年同府の152,159冊の蔵書は奎章閣図書と命名され，

1930年京城帝国大学附属図書館に，独立後1946年には国立ソウル大学校中央図書館に移管される｡

同図書館は奎章閣図書韓国本73,442冊，中国本65,568冊を所蔵し，1975年同大学校の移転により附

属図書館に奎章閣図書管理室を新設し，目録を刊行している｡

　大韓民國文教部国史編纂委員会は，朝鮮総督府朝鮮史編修会の図書史料を引き継ぎ，韓国近代史

の編纂を行い，同委員会や学習院大学東洋文化研究所は，京城大本により 『朝鮮王朝実録』 を復刻

した｡ 奎章閣図書は，朝鮮王朝の政治と文化のみならず，東アジア全域の国際交流の貴重な遺産で

あり，『朝鮮王朝実録』 はそれを証言している｡　　　　　　　　　　 （図書館長・史学科教授）
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｢電子本と印刷本｣

田　中　　　功　
　電子化，デジタル化などの言葉が，新聞，雑誌などで目にしない日はないほどにぎわいを呈して

いる｡ 米国では大学のデジタル化がどのくらい進んでいるかといった偏差値ならぬデジタルランク

などというものも発表され，一方，図書館の世界では，デジタルライブラリー，電子図書館などが

話題になり，本の世界でもいまや電子化，デジタル化が進行中である｡

　本の世界での電子化，デジタル化は従来の印刷本に対して電子本といわれるものの登場である｡ 電

子本は文章がコンピュータの扱えるデジタル形式の情報に置き換えられ，さらに絵や写真，動画，音

声などの情報もデジタル形式に変換できる｡ これらが文章と｢デジタル融合｣し，マルチメディアの

世界へと変身していくところが，電子本のすごさである｡ この点では便利な本だと認めざるえない｡

残念ながら印刷本ではこのような機能はとても考えられないことである｡ 強いていえば巻末につけ

られている｢索引｣が，言葉と言葉とを結びつける機能を果たしている唯一なものになるのであろう｡

　現在，印刷本をしのぐ機能を利用している電子本は辞書や百科事典などの参考図書類，書誌や索

引の二次資料に代表される｡ たとえば｢英和辞典｣｡ 綴りを入力するとすぐに意味が表示される操作

性の良さ，うろ覚えの綴りを途中まで入れるといろいろな候補を示してくれるなど電子本のメリッ

トは大きい｡ 学生の ｢辞書が苦手でした｡ なぜなら辞書を引くのが面倒で，そのためあまり英語が

好きになれませんでした｡ このような電子辞書があったらもっと英語が好きになっていたかもしれ

ません｡｣ などと言う感想にもうなずけるところがある｡

　また最近では全35巻の ｢百科事典｣ が２枚のCD-ROMに収められ，７万円で発売され好評な売

れ行きという｡ 従来の印刷本は27万円であり，約４分の１の値段設定も歓迎されたであろう｡ また

持ち運びが可能な便利さも買われたかもしれない｡ しかし，それよりもまして７千万文字に全文検

索をかけられるのは，いくら検索部分が充実している印刷本の百科事典であってもとうていかなわ

ないことである｡

　電子本が発売された当初は書店ではなく，パソコンショップに置かれていた｡ 出版の流通システ

ムが電子本を本と認めていなかったからである｡ その後，長い間電子本が本の一種として認めるか

否かを論議されるなかで1990年代に入って世界各国の国立図書館では，電子本も収集の対象にする

動きが活発になってきた｡ 国立図書館の｢納本制度｣の対象に電子本まで含めるというのである｡ ｢電

子本も本である｣ことが認知されてきたようだ｡ ここで印刷本は将来どうなるかという問題がおこっ

てくる｡

　今の世の中，新しいメディアが開発され，話題になると，一挙にとってかわるように語られてし

まう傾向がある｡ たとえば，電子本の登場で｢本のない図書館の時代がやってくる｣などの記事が随

所に見られるようになった｡

　しかし本が変わっても人間の習慣は変わることは難しい｡ 紙の辞書ではできないことが可能にな

る （例えば逆引き－後方一致検索） ということを頭では理解できても，からだがついていかないこ

とだってある｡ したがって印刷本が電子本に完全にとって変わることは考えにくい｡ 人間の歴史の

中で長い間良いものは，新しいものと併存してきた事実がそれを証明している｡

　図書館にはいって書架がいっぱいに並んだ本の中から思いつくまま手に取って読みふけったり，ふ

かふかのソファーで気持ち良く雑誌を読み，ゆったり時間を過したりしたい，などという欲求が読

者側に存在し続ける限り紙の本がなくなることはないであろう｡ 本のマーケットの面から考えると

印刷された本が占める割合は，すこしずつ減じてくることは確実であったとしても｡

 （図書館事務部長・日本文学科教授）
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読書　　その不思議な魅力と魔力
高　橋　種　昭　

　最近，読書療法という心理治療が行われるようになり，改めて読書の持つ不思議な力について見

直しがなされています｡ 確かに読書は読む人に不思議な力で喜びや楽しさを与えてくれるものです｡

私自身その不思議な力にお世話になりました｡ それは私の子どもの頃の話です｡ 当時私はいわゆる

虚弱児童で，病床で過す時間が非常に多い生活を送っていました｡ 外で遊ぶことができない為，結

局布団の中で本ばかり読む生活でしたから男の子があまり読まない樋口一葉や吉屋信子のような女

流作家の作品まで読み耽りました｡ 御蔭で同級生などに比べると，男女関係の機微については小説

を読むことを通じかなり豊かな知識を持っておりましたし，夢の中で男としての喜びも味わわせて

もらいました｡ もちろん小説ですから相手の女性はみな明治時代の浴衣に赤い花緒の下駄姿がよく

似合う下町娘や，美しい和服姿の深窓の女性たちですからおよそ現実離れした夢のような女性ばか
りでした｡ しかし，嬉しさに変わりはありませんでしたし，窃かなものでしたので喜びも大きなも

のがありました｡ また，戦後は戦記文学の中での悲惨な戦場の中で人肉をむさぼり食う兵隊達の姿
に我が身を重ねあわせて，人間の持つ残忍さに慄然とし，人間というものの一面を垣間見たように
思います｡

　このように色々な場面の中に自分を置き，自由に自分なりの世界を創りだす事ができるのが読書
です｡ これはテレビや映画のようなギラギラした偽現実場面からは到底得られるものではありませ
ん｡ 文学の表現力が生む不思議な力だけが為せる業なのです｡ 読書療法はこうした力を利用した治

療法です｡ しかし，このように人間に強い影響を与える本との出会いには運命的なものを感じます｡
それは人との出会いと同じようなものではないでしょうか｡ 図書館の書架でたまたま目にした本が
その人の運命を変えることもあるはずです｡ 本とはそうしたものなのです｡　　 （元児童学科教授）

 図書館で利用できるCD－ROM
《目　白》

　●America: History & Life. 1982-1997 米国とカナダの歴史と文化の文献情報
　●Biological Abstracts.　　 1993- 生物学分野の雑誌を元にする生命科学情報
　●CD-HIASK '97　　　　　1997 朝日新聞の全文記事情報

　●CD-毎日新聞 '97　　　　 1997 毎日新聞の全文記事情報
　●J-Bisc.　　　　　　　　　1984- 国立国会図書館が所蔵する国内で刊行された図書のデータ
　●MEDLINE. 1983- 医学文献のデータベース

　●New York Times. 1994- フルテキストの新聞記事情報

　●Ulrich's Plus 最新版 世界の定期刊行物などの書誌情報
　●科学技術文献速報（ライフサイエンス編，物理･応用物理編，土木･建築工学編，化学･化学工業編）

1995- 外国，国内の雑誌，技術レポート，会議資料などを元に
論文の要約を紹介

　●今日の診断 vol. 7（1997）　医学書８冊を収める

　●大宅壮一文庫雑誌記事索引 1992-1996 国内最大の雑誌図書館といわれる大宅壮一文庫所蔵

　 雑誌の記事索引

　●新編国歌大観 全10巻　勅撰集，私家集などの和歌を集大成した｢大観｣のCD-ROM版

　●雑誌記事索引 1985-　国立国会図書館受入雑誌の人文，社会，科学技術分野の記事索引

《西生田》
　●J-Bisc 明治期，1948- 国立国会図書館が所蔵する国内で刊行された図書のデータ

　●PsycLIT 1887-　 Psychological Abstracts のCD-ROM版

　●SSI （Social Sciences Index）1983. 2- 社会科学英文文献情報　
　●阪神大震災関連記事データベース 1995.1.18‐1995.10.31

　●雑誌記事索引 1985- 国立国会図書館受入雑誌の人文，社会，科学技術分野の記事索引
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日本女子大学図書館ホームページの紹介　――目で見るホームページ――
�

日本女子大学

＊日本女子大学のホームページです。

開館日程

　　　　「目白→７月」をクリック

＊URLは，http;//www.lib.jwu.ac.jpです。

　　　　　　　　利用案内
�

　　　　　　　　　「西生田→７月」をクリック

　　　　「西生田図書館→お知らせ」をクリック

＊「目白図書館→お知らせ」も別にあります。

※1998年

※1998年
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　　　　　　　　資 料 検 索
＊「タイトルの部分」以外にも次の

　項目からも検索できます。

　　　全ての項目

　　　タイトル

　　　著編者

　　　出版団体

　　　洋書の主題語

　　　人物名

　　　ＩＳＳＮ

　　　ＩＳＢＮ

「タイトルの部分」で「検索語」に「日本女子大学」を入力して「検索開始」をクリック�

「著編者」で「検索語」に「ナルセ，ジンゾウ」を入力して「検索開始」をクリック�



― 6 ―

日本女子大学図書館だより　No.　102　1998.　7.　10　

Online Journal

　　　　　図書館だより→No.101」をクリック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※No.101の巻頭のカッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トのカラーは図書館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホームページ担当者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　による。

１．東アジアの語り部 ｢歴代宝案｣ －－西村圭子　
２．児童学について思う－－高橋種昭　
３．図書館の思い出－－建物に魅せられ花に魅せられ－－小川信子　
４．図書館の思い出－－阿蘇瑞枝　
５．図書館の変わって欲しい点－－戸板俊敬　
６．日本女子大学校附属高等女学校45回生西組の記録 『百合樹の蔭に過ぎた日』 を発行し
　　て－－山田佐和子　
７．日本女子大学生であるということ－－大沼真美　
８．『平家物語』 諸伝本の展示に寄せて－－麻原美子
９．図書館友の会発行『日本女子大学卒業生著作目録』について－－藤岡恵実子
10．図書館に，いらっしゃいませ－－大学図書館って、どんなところ？－－
11．OPACネットワークプリンター利用開始（目白）のお知らせ
12．和洋図書の閲覧用カード目録新規作成中止について
13．編集後記　
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「Online Journal」で「紀要（目次）→日本女子大学紀要，家政学部→44」をクリック

学外サーバ

　　　　　ＯＰＡＣコーナー（目白）　　　　　　　　　　　ＯＰＡＣコーナー（西生田）　
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　編集後記　４月より図書館事務部長に新任された司書課程専任教
員田中功先生に挨拶をいただきました。日本女子大学図書館ホーム
ページの紹介は，平成８年11月に開設した直後の図書館だより第
97号に掲載しました。その後「Online Journal」が新しく加わるな
ど内容が変更していますので，再度紹介記事を編集しました。開設
当初，ホームページが検索できるパソコン台数（専用端末以外）は，
目白４台，西生田１台でしたが，年々増設し，この夏には目白12台，
西生田５台になります。OPACコーナーは，パソコンで検索する利
用者で連日賑わっています。巻頭・巻末のカットは，画才でも評判
の理学部長国府田隆夫先生にお願いしました。御多忙中早速５月の
連休中に数枚書きあげてお届けくださりお礼申し上げます。（田口）

目白１階夜間開室時間延長のお知らせ
　平成８年11月より目白１階フロアー （雑誌・Ｇ図書など） の開室時間を，月・水・金曜日は16

時 50分より18時 50分まで延長いたしましたが，火・木曜日は16時 50分のままでした｡ この平成

10年４月より，火・木曜日についても，18時 50分まで延長いたしました｡ １階は今日は開いてい

る？閉まっている？……と不便を感じていた方々，今度は安心してご利用ください｡

マイクロリーダーのプリント代改訂について
　平成10年４月よりマイクロリーダーのプリント代について，複写料金やCD－ROMコピー料金

など他のコピー代と同一にし，１枚25円から１枚10円に改訂いたしました｡ 目白および西生田と

も同様です｡

マイクロリーダープリンター （目白） を新機種に交換
　平成10年５月より目白のマイクロリーダープリンターを，新しい機種に交換いたしました｡ 旧機

種の時より鮮明なコピーがとれるようになり，操作も使いやすくなっています｡ どうぞご利用くだ

さい｡

�

フランス語辞典紹介 (西生田)

　西生田図書館の参考書架には， 下記のフランス語辞典 (1690～1700年代) があります｡

①Le Dictionnaire universel.　3v. (請求記号：R443－F98)

　　　フュルチェール（Furetière, Antoine）の辞書で1690年のリプリント版

②Dictionnaire de la langue françoise, ancienne et moderne.　（請求記号：R443－R52）

　　　リシュレ（Richelet, Pierre）の辞書で1759年のリプリント版

③Encyclopédie, ou Dictionnaire raisonné des sciences, des arts et des métiers, par

　une société de gens de lettres. （請求記号：R034―E56）

　　　ディドロの百科全書　1751～ 1780年のリプリント版

注）17世紀～18世紀にフランスで編纂された重要な辞書として， ディドロ・ダランベール

編の百科全書とリシュレの辞典， その他アカデミー・フランセーズ辞典（1762年版），

フュルチェールの辞書を引き継いだトレヴー辞典（1752年　5v., 1771年 8v.）があげら

れる｡

西生田図書館・参考係


